
     

     

     

     

     

     

     

     

     

  

     ……「那」の隷書体

……菜の葉……「ハ」

…高等学校の「高」の意

    校章の「だ円」は円の中で最も美しい形と考えられ、
  また心のまろやかさを表し、「なの花」はかれんさ、

     純粋さを意味し、「高」は高校を表すと共に高邁な思想
     の意で葉っぱの交わりは戦前の県立第二中学校の校章の
     基いを受けついでいる。

       昭和24年制定 図案制作者 島田 寛平 先生
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